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第６０回議運決定事項 
 

令和３年３月１９日（金） 
 
 

１ 令和３年第１回（３月）定例会に関する事項について 

(1) 追加議案について 

  執行部から、議案１件を追加したい旨の依頼があり、議事日程に反映す

ることとし、産業建設常任委員会で審査することとした。 

・議案第４０号 令和３年度山陽小野田市小型自動車競走事業特別会計補

正予算（第１回）について         （公営） 

 (2) 議会基本条例について・・・資料１ 

   全議員一致の議案として、申し合わせ事項２８により、副議長が提出者、

議運の委員全員が賛成者となり、３月２５日の本会議に上程し、委員会付

託を省略し、即決となることを確認した。 

 (3) 議案第３３号の訂正について・・・資料２ 

   議案第３３号山陽小野田市手数料徴収条例の一部を改正する条例の制定

については、議案についての訂正の請求が執行部からあった。審査に影響

する内容ではないとの判断から、既に委員会審査を終了しているため、３

月２３日（火）の本会議で、市長から説明が行われることを確認した。 

(4) 議事日程変更案について 

月 日 曜 開議時刻 会議名 摘 要 

３ ２３ 火 

午前９時３０分 本会議 

・議案第３３号の訂正について 

・令和３年度関係議案１件を上程、提 

案理由の説明、質疑及び委員会付託 

午前１０時 委員会 ・一般会計予算決算常任委員会（新年度） 

委員会終了後 委員会 ・産業建設常任委員会 

３ ２４ 水  休 会 ・議事整理日 

３ ２５ 木 午前１０時 本会議 

・付託案件（議案第１９号）に対する委 

員長報告、質疑、討論及び採決 

・付託案件（議案第１９号を除く）に対 

する委員長報告、質疑、討論及び採決 

・議員提出議案１件を上程、提案理由の 

説明、質疑、討論及び採決 

・閉会中の調査事項について 
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２ 陳情書（陳情等による参考人の発言の責任の所在当に関わる陳情書） 

・・・資料３ 

  議会運営委員会で担当することとした。 

 

３ 抗議文について（山田伸幸議員の不穏当発言の取り消し） 

  これを補完する資料（資料４）が追加で提出され、これも併せて引き続

き議会運営委員会で協議していくこととした。 
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議員提出議案第 号                     

 

山陽小野田市議会基本条例の一部を改正する条例の制定について 

山陽小野田市議会基本条例の一部を改正する条例を次のように定める。 

 

令和  年  月  日提出 

 

提出者 山陽小野田市議会議員 矢 田 松 夫 

賛成者 山陽小野田市議会議員 長谷川 知 司 

〃  山陽小野田市議会議員 伊 場   勇 

〃  山陽小野田市議会議員 河 野 朋 子 

〃  山陽小野田市議会議員 髙 松 秀 樹 

 

山陽小野田市議会基本条例の一部を改正する条例 

山陽小野田市議会基本条例（平成２４年山陽小野田市条例第２３号）の一部

を次のように改正する。 

目次中「第８章 議会事務局等の体制整備（第３１条・第３２条）」を「第

８章 体制整備（第３１条―第３３条）」に、「第３３条・第３４条」を「第

３４条・第３５条」に、「第１０章 補則（第３５条）」を「第１０章 補則

（第３６条）」に改める。 

第３５条を第３６条とする。 

第３４条第１項中「この条例の目的が達成されているか否かを、議会運営委

員会において２年ごとに」を「一般選挙を経た任期開始の日から起算して２年

経過したときは、速やかに議会運営委員会において、この条例の目的が達せら

れているかどうかについて」に改め、同条第３項中「任期開始後速やかに、こ

の条例の」を「任期開始の日後速やかに、及びその日から２年を経過する日前

にそれぞれ、この条例に関する」に改め、第９章中同条を第３５条とする。 

第３３条を第３４条とする。 

 

資料１ 
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「第８章 議会事務局等の体制整備」を「第８章 体制整備」に改める。 

第８章中第３２条を第３３条とし、第３１条を第３２条とし、同条の前に次

の１条を加える。 

（危機対応） 

第３１条 議会は、災害等緊急事態が発生し、又は発生するおそれが高いとき

は、危機対応組織を設置して、その影響を最小限にとどめるとともに、被害

の迅速な回復を図るよう努めます。 

附 則 

 この条例は、公布の日から施行する。 
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議員提出議案第 号参考資料 

山陽小野田市議会基本条例新旧対照表 

改    正    後 改    正    前 

目次 

 前文 

 第１章～第７章 （略） 

 第８章 体制整備（第３１条―第３３条） 

 第９章 他の条例等との関係及び見直し手続（第３４条・

第３５条） 

 第１０章 補則（第３６条） 

附則 

 

   第８章 体制整備 

（危機対応） 

第３１条 議会は、災害等緊急事態が発生し、又は発生する

おそれが高いときは、危機対応組織を設置して、その影響

を最小限にとどめるとともに、被害の迅速な回復を図るよ

う努めます。 

第３２条 （略） 

第３３条 （略） 

目次 

 前文 

 第１章～第７章 （略） 

 第８章 議会事務局等の体制整備（第３１条・第３２条） 

 第９章 他の条例等との関係及び見直し手続（第３３条・

第３４条） 

 第１０章 補則（第３５条） 

附則 

 

   第８章 議会事務局等の体制整備 

 

 

 

 

 

第３１条 （略） 

第３２条 （略） 
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   第９章 他の条例等との関係及び見直し手続 

第３４条 （略） 

（条例の見直し等） 

第３５条 議会は、一般選挙を経た任期開始の日から起算し

て２年経過したときは、速やかに議会運営委員会において、

この条例の目的が達成されているかどうかについて検証し

ます。 

２ （略） 

３ 議会は、一般選挙を経た任期開始の日後速やかに、及び

その日から２年を経過する日前にそれぞれ、この条例に関

する研修を行います。 

   第１０章 補則 

第３６条 （略） 

   第９章 他の条例等との関係及び見直し手続 

第３３条 （略） 

（条例の見直し等） 

第３４条 議会は、この条例の目的が達成されているか否か

を、議会運営委員会において２年ごとに検証します。 

 

 

２ （略） 

３ 議会は、一般選挙を経た任期開始後速やかに、この条例

の研修を行います。 

   

   第１０章 補則 

第３５条 （略） 
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議案説明 

 ただいま上程されました議案１件について御説明いたします。 

議員提出議案第 号は、山陽小野田市議会基本条例の一部を改正する条例の

制定についてであります。 

今回の改正は、議会運営委員会において昨年から行ってきた本条例の検証の

結果を踏まえ、行うものであります。 

改正の内容は、災害等緊急事態が発生し、又は発生する恐れが高いときの議

会の対応として、危機対応組織を設置し、対処に努める旨の規定を加えるとと

もに、本条例の検証時期を現行の２年ごとから、４年の任期中において１回と

する一方、本条例に関する議員研修を現行の１回から２回に増やすことで、効

率的・効果的な検証並びに任期中における議会活動及び議員活動の一層の充実

強化を図れるようにするものであります。 

よろしく御審議の上、御議決くださいますようお願いいたします。 

 










